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石
垣
市
立
石
垣
中
学
校
創
立
七
〇
周
年
記
念
事
業
期
成
会
「
趣
意
書
」

皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
、
石
垣
中
学
校
の
教
育
活
動
の
充
実
に
格
別
の
お
力
添
え
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
本
校
は
、
戦
後
の
学
制
改
革
（
六
・
三
・
三
制
）
に
よ
り
、
一
九
四
九
年
（
昭
和
二
四
年
）
四
月
一
日
、
市
街
地
四
ケ
字
に
お
け
る

唯
一
の

中
学
校
と
し
て
、
生
徒
数
七
〇
二
名
の
一
四
学
級
編
成
、
職
員
数
二
四
名
の
新
体
制
で
名
実
と
も
に
、
そ
の
第
一
歩
を
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

以
来
、
生
徒
数
は
年
々
増
加
し
、
一
九
六
四
年
（
昭
和
三
九
年
）
に
は
、
二
、
三
〇
〇
有
余
名
、
四
八
学
級
と
い
う
マ
ン
モ
ス
校
と
な
り
、

適
正
規
模
化
に
よ
る
教
育
の
充
実
を
期
し
て
本
校
を
分
離
し
、
石
垣
第
二
中
学
校
が
設
立
さ
れ
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
間
、
歴
代
教
職
員
、
生
徒
の
真
摯
な
努
力
は
も
と
よ
り
、
学
校
関
係
者
、
同
窓
生
や
関
係
各
位
、
そ
し
て
地
域
の
皆
様
の
「
地
域
に
根

ざ
し
た
学
校
」
づ
く
り
を
目
指
し
た
日
々
の
取
り
組
み
と
、
学
校
行
事
等
に
対
す
る
ご
理
解
・
ご
協
力
に
よ
り
、
本
校
は
脈
々
と
し
て
輝
か
し

い
歴
史
と
伝
統
を
築
い
て
参
り
ま
し
た
。

本
校
で
巣
立
っ
た
卒
業
生
は
、
実
に
二
〇
、
九
七
一
名
余
を
数
え
、
地
元
は
も
と
よ
り
県
内
外
の
幅
広
い
分
野
で
、
国
や
郷
土
の
発
展
を
担

う
有
為
な
人
材
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
こ
と
は
本
校
お
よ
び
地
域
の
誇
り
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
本
校
は
こ
れ
ま
で
時
代
や
地
域
の
要
請
を
真
剣
に
受
け
止
め
、
日
頃
の
教
育
活
動
を
展
開
し
、
幾
多
の
成
果
を
収
め
て
き
ま
し
た
。

創
立
七
〇
周
年
の
歴
史
を
踏
ま
え
、
諸
先
輩
方
が
築
き
上
げ
て
き
た
建
学
の
精
神
や
勉
学
、
対
外
的
に
は
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
学
業
面
に
お

い
て
も
「
文
武
両
道
」
の
も
と
、
県
内
を
は
じ
め
九
州
や
全
国
で
の
活
躍
は
、
伝
統
と
実
績
を
重
ね
素
晴
ら
し
い
実
績
を
残
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
母
校
創
立
七
〇
周
年
を
機
に
、
こ
れ
ま
で
の
輝
か
し
い
歴
史
の
記
念
の
一
節
を
飾
る
と
共
に
、
今
後
の
一
層
の
発
展
を
期
し
た

い
と
考
え
、
石
垣
市
立
石
垣
中
学
校
創
立
七
〇
周
年
記
念
事
業
期
成
会
を
結
成
い
た
し
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
意
義
深
い
年
を
記
念
祝
福
し
、
先
人
の
ご
労
苦
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
の
一
段
の
整
備

充
実
を
図
り
、
も
っ
て
本
校
教
育
に
一
層
の
充
実
発
展
を
期
し
た
い
と
念
じ
、
学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
及
び
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
及
び
Ｏ
Ｂ
会
・
同
窓
会
・

地
域
が
一
体
と
な
っ
た
記
念
事
業
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

皆
様
に
は
、
事
業
の
一
層
の
充
実
を
期
す
る
た
め
、
事
業
の
趣
旨
に
ご
賛
同
を
い
た
だ
き
、
絶
大
な
る
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

尚
、
ご
協
力
頂
い
た
寄
附
金
で
購
入
し
た
備
品
等
は
全
て
石
垣
市
教
育
委
員
会
に
採
納
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

令
和
元
年
九
月
吉
日
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■
会

長

黒
島

健

■
副
会
長

黒
島

直
茂
・
大
浜

慶
功
・
宮
良

直
人

■
参

与

宮
良

信
浩

■
記
念
事
業
計
画

一
、
収
入
の
部

◎
募
金
目
標
額
：
壱
千
万
円

○
国
等
に
対
す
る
寄
附
金
：
五
百
万
円

○
一
般
寄
附
金
：
四
百
九
十
万
円

○
Ｐ
Ｔ
Ａ
拠
出
金
：
一
〇
万
円

一
、
支
出
の
部

■
総

額
：
壱
千
万
円

□
教
育
環
境
整
備
費
：
五
百
万
円

□
記
念
誌
作
成
費
：
三
百
万
円

□
式
典
祝
賀
会
費
：
百
万
円

□
運
営
費
：
五
十
万
円

□
予
備
費
：
五
十
万
円

■
期
成
会
役
員
（
◎
委
員
長
・
○
副
委
員
長
）

★
事
務
局

◎
伊
舎
堂
用
右

★
庶

務

◎
金
城
昌
己

★
会

計

◎
新
城
竜
太
・
補
佐
（
貝
盛
直
美
・
黒
島
美
樹
）

★
監

事

仲
田
森
和
・
南

和
秀

★
企
画
総
務
委
員
会

◎
大
浜
賢
二
・
○
宜
野
座
安
夫
・
大
濵
永
寛
・
砂
川

悟
・
伊
舎
堂
用
右
・
嘉
手
川
里
史

★
記
念
事
業
委
員
会

◎
山
城

環
・
○
安
慶
名
誠
・
当
山
哲
郎
・
荷
川
取
保
・
金
城
昌
己
・
登
野
城
栄
昌
・
手
登
根
龍
太
郎

﨑
山
英
祐

★
募
金
委
員
会◎

石
垣
三
夫
・
○
金
城
賢
介
・
下
地
寛
正
・
富
永

忠
・
宮
城

皓
・
髪
川
敏
憲
・
玉
代
勢
治

徳
山
純
英
・
武
富
弘
次

★
記
念
式
典
・
祝
賀
会
委
員
会

◎
友
利
和
正
・
○
山
城
結
美
子
・
宜
野
座
淳
司
・
田
里
友
悟
・
中
川
洋
子
・
宮
里
阿
紗
子
・
又
吉
き
よ
子

岡
崎
由
里
・
与
那
覇
里
恵
・
箕
底
用
一
・
新
城

勝
・
藤
森
成
代
・
押
尾
全
悦

★
記
念
誌
編
集
委
員
会

◎
渡
久
山
修
・
○
宮
良
直
人
・
宮
良

薫
・
石
垣
俊
子
・
西
原
貴
和
子

西
銘
由
紀
・
金
成
由
貴
子
・
前
加
良
晴
美
・
佐
渡
山
圭
吾
・
大
濵
朋
子
・
石
垣
輝
幸
・
湖
城
優
華
・
久
場
良
子

★
顧

問

【
歴

代

校

長
】
島
村

修
・
野
田
純
一
・
渡
慶
次
賢
康
・
黒
島
精
耕
・
志
喜
屋
清
・
金
城
文
雄
・
鳩
間
真
英
・
松
原
英
男

平
良
信
明
・
仲
田
森
和
・
南

和
秀

【
学
校
評
議
員
】
宮
良
長
利
・
金
城
文
雄
・
石
垣
三
夫
・
宮
良
直
人
・
箕
底
用
一

■
連
絡
先

〒
九
〇
七
Ｉ
〇
〇
二
四

沖
縄
県
石
垣
市
字
新
川
三
〇
七
番
地
（
石
垣
市
立
石
垣
中
学
校
内
）

電
話

〇
九
八
〇
（
八
二
）
三
〇
七
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
九
八
〇
（
八
二
）
四
六
五
三

★
事
務
局

伊
舎
堂
用
右

■
振
込
先振

込
先
金
融
機
関
名

記
号
・
店
番

種
類

口
座
番
号

預
金
口
座
名

琉
球
銀
行

七
〇
三

普
通

一
〇
二
一
八
四
六

石
垣
市
立
石
垣
中
学
校

沖
縄
銀
行

六
〇
一

普
通

一
八
七
九
七
七
四

創
立
七
〇
周
年
記
念
事
業
期
成
会

沖
縄
海
邦
銀
行

〇
八
〇

普
通

八
〇
九
六
九
八

会

長

黒

島

健

沖
縄
県
労
働
金
庫

九
六
二

普
通

三
四
三
二
八
一
〇

ゆ
う
ち
ょ
銀
行

一
七
〇
七
〇

普
通

一
八
七
七
〇
〇
四
一

※
銀
行
窓
口
備
え
付
け
の
用
紙
を
ご
利
用
下
さ
い
。


